
今
の
日
本
を

一
五
年
前
に
予
測
で
き
た

Ｓ

・
ｏ５
・・５
）弘

　
一二
昭
２５
。
翌

山石
　
噌

一
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
豊
か
さ
の
レ
ベ
レ

二
〇
年
ほ
ど
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
四
年
間
暮
ら
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー

・

カ
ン

・
ユ
ー
首
相
が

「
一
〇
年
後
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
今
の
ス
イ
ス
の
レ
ベ
ル
に
す
る
」
と
宣
言
し
ま
し

た
。
偉
い
と
思
い
ま
し
た
。
普
通
な
ら
ば

「何
年
後
に
追
い
つ
く
」
と
言
う
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
発

言
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
が
明
瞭
に
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
国
民

一
人
当
た
り
の
購
買
力
平
価

（Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
で
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
関
す
る
三
〇
〇
八
年
の
統
計

は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

ン
ン
ガ
ポ

ー

ル

世
界
４
位
　
　
五

一
、
三
二
六
ド
ル



韓 台 日 香

国 湾 本 港

六 九 一 八
九 一 一 四
三 二 六 七
ド ド ド ド
ル  タレ ル  ル

６
位

２４
位

２５
位

３３
位

四
二
、

三
四
、

三
〇
、

二
七
、

（中
国
全
体
と
は
別
計
算
）

（日
本
の
８．
％
）

単
純
に
国
民

一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
比
較
す
る
と
、
貨
幣
価
値
の
差
が
反
映
さ
れ
ず
、
同
じ
Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
も
物
価
が
高
い
国
は
安
い
国
よ
り
も
生
活
レ
ベ
ル
は
低
く
な
る
の
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
介
し
て
比
較
す
る
と

実
際
の
生
活
水
準
の
比
較
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
日
本
以
外
は
食
べ
物
な
ど
日
常
生
活
費
は
安
価
で
あ

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
強
力
な
住
宅
政
策
で
、
ア
パ
ー
ト
を
広
く
提
供
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
国

は
高
い
生
活
レ
ベ
ル
を
維
持
で
き
て
い
ま
す
。
日
本
は
経
済
が
停
滞
し
て
い
る
の
で
、
い
ま
で
は
更
に
日

本
の
地
位
が
悪
化
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

二
〇
年
ほ
ど
前
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
東
南
ア
ジ
ア
営
業
部
長
は

「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
方
が
日
本
人
よ
り
優
秀

で
あ
る
と
思
う
こ
と
も
あ
る
」
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
暮
ら
し
、

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
で
も
通
信
計
画
作
成
の
仕
事
を
し
た
経
験
か
ら
、
中
国
人
の

勤
勉
さ
と
優
秀
性
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
英
語
力
を
身
に
つ
け
た
中
国
人
の
国
際
競
争
力
を
認
め

て
い
ま
す
。



島
国
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
専
ら
海
外
進
出
に
熱
心
で
す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
テ
レ
コ
ム
は
、
自
国
は
四

〇
〇
万
ほ
ど
の
人
口
に
過
ぎ
な
い
が
、
海
外
で
広
範
に
電
気
通
信
事
業
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
、
東
南
ア

ジ
ア
最
大
の
電
気
通
信
会
社
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
高
い
買
い
物
を
し
た
と
い
わ
れ
ま
し

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
第
二
の
通
信
会
社
の
オ
ク
ト
パ
ス
は
今
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
テ
レ
コ
ム
の
最
大

の
収
入
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
二
〇
カ
国
で
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て
い
て
、
イ
ン
ド
や
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
の
移
動
通
信
事
業
に
も
は
る
か
昔
か
ら
進
出
し
て
い
て
、
イ
ン
ド
で
の
最
大
携
帯
電
話
会

社
”
，
践
Ｌ
の
筆
頭
株
主
で
す
。
こ
の
”
，
電
Ｌ
は
最
近
ク
エ
イ
ト
の
Ｎ
”
３
社
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
多
数
の

通
信
会
社
を
買
収
す
る
見
込
み
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
テ
レ
コ
ム
の
国
際
経
験
に
依
存
し
て
、
中
近
東

・

ア
フ
リ
カ
の
二
四
カ
国
で
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
世
界
的
に
隣
国
は
色
々
と
微

妙
な
関
係
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
間
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
携
帯
電
話
市
場
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
テ
レ
コ
ム
の
支
配
力
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
四
〇
〇
万
の
都
市
国
家
で
あ
り
な
が
ら
、
従
業
員
は

一
九
、
○
○
○
人
で
す
。
人
口
規
模
が
約

二
〇
倍
の
日
本
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
能
率
の
悪
い
農
漁
村
を
抱
え
て
約

一
五
万
人
の
従
業
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
推

定
す
る
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
テ
レ
コ
ム
の
一
五
、
○
○
○
人
程
度
が
海
外
事
業
に
従
事
し
て
い
る
と
想
定

で
き
ま
す
。
こ
れ
を
人
口
比
で
換
算
す
る
と
、
日
本
な
ら
ば
現
地
採
用
を
含
め
五
〇
万
人
近
く
が
海
外
の

通
信
事
業
に
関
与
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
全
く
想
定
外
の
人
数
に
な
り
ま
す
。



シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
策
投
資
会
社
の
日
の
ヨ
器
８

は
多
く
の
国
で
の
投
資
に
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

最
近
も
中
国
と
イ
ン
ド
で
製
造
業
を
目
標
と
し
た
地
域
開
発
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
が
、　
エ
ジ
プ
ト
と
も

地
中
海
沿
い
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
で
も
同
様
の
事
業
を
実
施
す
べ
く
、

エ
ジ
プ
ト
政
府
の
期
待
を
高
め
て

い
ま
す
。

二
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
海
外
協
力
と
事
業

（１
）

昭
和
三
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
前
身
で
あ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ａ

（海
外
技
術
協
力
事
業
団
）

か
ら
の
専
門
家
要
請
も
多
数
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
は
通
信
が
欧
米
の
支
配
下

に
あ

っ
た
中
南
米
の
ス
ペ
イ
ン
語
圏
が
、
戦
後
に
そ
の
支
配
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
自
国
の
通
信
公
社

を
設
立
し
た
た
め
に
、
手
の
汚
れ
て
い
な
い
日
本
の
協
力
が
広
く
期
待
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
そ
の
後
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
、
ほ
ぼ
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ

る
昭
和
五
六
年
の
時
点
で
は
三
二
カ
国
で
七
三
名
が
海
外
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
派
遣
に
備
え

て
訓
練
中
の
社
員
も
多
数
い
ま
し
た
。
最
近
は
僅
か
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ
派
遣
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
終
結
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
Ｏ
Ｔ
Ｃ
Ａ
か
ら
コ
ロ
ン
ボ
計
画
専
門
家
と

し
て
昭
和
四
〇
年
か
ら
二
年
間
カ
ン
ボ
ジ
ア
ヘ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。



（２
）

海
外
事
業
と
し
て
は
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
ま
だ
積
滞
と
称
し
て
、
申
し
込
ん
で
も
設
置

で
き
な
い
電
話
を
多
数
抱
え
、
電
話
の
接
続
も
自
動
で
は
な
く
交
換
手
に
頼
っ
て
い
た
電
話
局
や
、
待

時
式
と
い
っ
て
直
ぐ
に
は
市
外
通
話
が
接
続
で
き
な
い
区
間
も
多
数
あ
っ
た
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
と
ク
エ
イ
ト
国
郵
電
省
と
の
間
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
締
結
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
多
数
の

社
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。　
一
年
以
上
の
現
地
滞
在
は
五
八
名
、　
一
年
未
満
は
八
〇
名
に
達
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
関
係
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
人
は

一
流
で
な
い
感
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
国
際
感
覚
を

経
験
し
た
人
々
が
順
次
公
社
の
幹
部
と
な
り
、
そ
の
後
の
公
社
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
の
二
〇
年
間
ほ
ど
は
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ス
リ
ラ
ン
カ
な
ど
で
小
規
模
な
拡
充
工

事
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
二
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
の
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
の
Ｐ
Ｌ
Ｄ
Ｔ
社
へ
の
資
本

参
加
と
、　
一
昨
年
に
や
っ
と
イ
ン
ド
の
第
二
の
規
模
の
移
動
電
話
会
社
へ
の
資
本
参
加
が
実
現
し
た
程

度
で
す
。

三
、　
一
五
年
前
の
予
測

最
近
、　
一
九
九
六
年
に
電
気
通
信
産
業
連
盟
で
講
演
し
た
資
料
を
見
て
愕
然
と
し
ま
し
た
。
当
時
の
ア

ジ
ア
諸
国
の
状
況
に
日
本
が
真
剣
に
対
応
し
て
お
れ
ば
、
今
日
逢
か
に
違

っ
た
日
本
に
な
っ
て
い
た
で
し



ょ
う
。
講
演
の
一
部
は
次
の
通
り
で
す
。

（１
）

当
時
、
い
富
士
通
の
幹
部
で
あ
っ
た
黒
川
兼
行
氏
は
電
子
情
報
通
信
学
会
誌
へ
の
寄
稿
の
最
後
に

「
一
九
九
二
年
に
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ

（半
導
体
製
造
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
米
国
の
国
策
会

社
）
を
訪
問
し
た
と
き
、
も
う
日
本
の
時
代
で
な
い
、
こ
れ
か
ら
は
韓
国
の
時
代
だ
と
い
わ
れ
た
。
」

と
記
し
、
こ
の
よ
う
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

（２
）

韓
国
の
サ
ム
ソ
ン
社
の
人
材
育
成
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
計
画
さ
れ
実
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

①
　
八
五
〇
名
の
幹
部
に
対
し
て
六
カ
月
の
再
教
育
を
行
う
が
、
三
カ
月
は
国
内
、
三
カ
月
は
国
外
で

行
い
、
各
自
が
自
由
に
外
国
を
選
べ
る
た
め
に
、
米
国
、　
マ
レ
ー
シ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ヨ

ル
ダ
ン
な
ど
多
数
の
国
が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
国
情
を
理
解
す
る
た
め
に
国
内
で
は
航
空
機

の
利
用
が
禁
止
さ
れ
、
陸
路
で
国
の
状
況
を
見
た
り
経
験
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

②
　
地
域
専
門
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
毎
年
入
社
三
年
以
上
の
四
〇
〇
人
に
一
カ
年
間
の
海
外
自
由
行

動
を
さ
せ
る
。

③
　
毎
年
二
〇
〇
〇
人
の
若
者
へ
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
教
育
に
一
〇
〇
億
円
の
資
金
を
投
じ
る
。

（上
記
の
各
項
目
は
、
私
が
こ
の
直
前
に
勤
務
し
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
で
は
全
く
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

壮
大
な
長
期
計
画
で
す
。
）

ま
た
、
半
導
体
の
メ
モ
リ

・
チ
ッ
プ
で
は
、　
一
九
八
九
年
の
時
点
で
は
世
界
の
第
九
位
で
し
た
が
、



一
九
九
二
年
に
第

一
位
、
さ
ら
に
二
〇
〇
五
年
に
は
す
べ
て
の
チ
ッ
プ
で
世
界
第

一
位
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
（ほ
ぼ
、
こ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
）

（３
）

台
湾
の
電
子
機
器
製
造
工
場
の
技
術
担
当
副
社
長
の
半
数
は
、
米
国
留
学
後
に
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト

・

パ
ッ
カ
ー
ド

（Ｈ
Ｐ
社
）
な
ど
の
現
地
工
場
で
の
経
験
者
で
あ
り
、
国
内
に
一
〇
〇
名
以
上
の
米
国
の

ベ
ル
研
究
所

（当
時
、
世
界
最
大
の
通
信
関
係
研
究
所
）
勤
務
の
経
験
者
が
い
ま
す
。

（４
）

イ
ン
ド
に
関
し
て
は

一
〇
〇
〇
人
以
上
が
こ
の
ベ
ル
研
究
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
の
実
績
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
地
下
鉄
運
行
シ
ス
テ
ム
、
ア
メ
リ
カ
航
空

・
ス
イ
ス
航

空

・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
な
ど
の
運
航
シ
ス
テ
ム
、
米
国
シ
テ
ィ
ー
銀
行

・
ド
イ
ツ
銀
行

・
ア
メ
リ
カ

ン
エ
キ
ス
プ
レ
ス
な
ど
の
預
金
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
共
に
、
富
士
通

・
Ｇ
Ｅ

・
Ｇ
Ｍ

・
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
へ

の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（５
）

エ
ジ
プ
ト
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
産
業
は
四
〇
〇
〇
人
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
を
抱
え
て
急
速
に
拡
大
中
で
あ

り
、
米
人
給
与
の
一
／

一
〇
以
下
の
た
め
に
、
欧
米
系
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製
造
を
受
注
す
る
以
外
に
、

イ
ス
ラ
エ
ル
ヘ
一
〇
〇
〇
人
の
技
術
者
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

（６
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
テ
レ
コ
ム
の
海
外
進
出
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
の
セ
ル
ラ
ー
方
式
携
帯
電
話
、
タ

イ
で
の
シ
ナ
フ
ト
ラ
社
と
の
合
弁
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
で
の
ア
ラ
ヤ
財
閥
と
の
合
弁
で
グ
ロ
ー
ブ
テ
レ
コ

ム
社
の
設
立
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
の
移
動
通
信
と
放
送
へ
の
進
出
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
各
種
通
信
へ
の
進



出
計
画
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
東
ジ
ャ
ワ
と
東
部
諸
島
で
の
Ｂ
Ｏ
Ｔ

（建
築
し
運
営
し
て
資
金
回
収
を
行

っ
た
後
で
、
先
方

へ
引
き
渡
す
）
計
画
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
民
営
化
計
画

へ
の
参
画
、
ノ
ー
ル
ウ
エ
で

の
第
二
の
Ｇ
Ｓ
Ｍ

（携
帯
電
話
）
、
ベ
ル
ギ
ー
で
の
通
信
会
社
の
買
収
、
米
国
で
米
社
と
共
同
で
の
移

動
通
信
用
衛
星
計
画
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、　
一
七
計
画
が
実
行
中
で

す
。

（７
）

そ
の
他
の
国
の
海
外
計
画
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

＜ａ＞
　
パ
ｏ
お
”
↓
①
【８
ｏ
ヨ

ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
及
び
ク
ア
ン
リ
ン
の
電
話
網
拡
充
の
た
め
の
協
力
協
定
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン

Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
へ
の
資
本
参
加
な
ど
を
含
め
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
中
国
、

ロ
シ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
で
の
電
気
通
信
計
画
へ
の
参
加
、
通
信
関
連
の
製
造
会
社
の
ベ

ト
ナ
ム
や
モ
ス
コ
ー
で
の
工
場
進
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

③
　
弓
①
】の
澪
ｏ
日

〓
”
【”
湧
ご

香
港
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
了
フ
ウ
イ
、
ギ
ニ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
英
連
邦
電
気
通
信
会
議
に
出
席
す
る
旧
英
国
植
民
地
国
は
、
相
互
に
親
し

く
な
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
市
場
支
配
力
が
強
か
っ
た
の
で
、
マ
省
ア

ィ
ー
ル
首
相
は
貸
切
の
航
空
機
に
多
数
の
マ
レ
ー
人
実
業
家
を
伴
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
ヘ
市
場
開
拓
に
出



か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
ア
フ
リ
カ
ヘ
出
張
す
る
と
き
は
欧
州
経
由
の
た
め
に
不
利
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
航
空
は
南
ア
フ
リ
カ

ヘ
の
直
行
便
を
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

＜ｃ＞
　
タ
イ
の
∽
〓
”
”
く
鮮
８
グ
ル
ー
プ

国
内
で
も
携
帯
電
話
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ

ム
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
、
イ
ン
ド

ヘ
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

③

　

Ｔ

Ｅ

Ｒ

Ｅ

Ｓ

Ｔ

Ｒ

Ａ

（
オ

ー

ス
ト

ラ

リ

ア
）

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
の
国
際
通
信
、
中
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
リ
バ
ス
、
ロ
シ
ア

の
サ
フ
ァ
リ
ン
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
各
種
通
信
へ
の
進
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
九
九
二
年
か
ら
の
五
カ
年
計
画
で
、
国
内
外
の
全
収
入
七
〇
億
米
ド
ル
中
に
国
外
か
ら

一
五
億
米
ド

ル
の
収
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（８
）

フ
ラ
ン
ス
の
人
材
育
成
で
は
、
エ
リ
ー
ト
養
成
校
の
Ｅ
Ｎ
Ａ
が
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に
第
二
の
キ
ャ

ン
バ
ス
を
設
け
て
、
二
種
類
の
外
国
語
を
習
得
さ
せ
、
六
カ
月
間
外
国
で
働
く
こ
と
を
義
務
つ
け
て
い
ま

す
。
レ
ン
ヌ
大
学
で
は
特
殊
外
国
語
に
分
類
さ
れ
る
内
の
一
つ
で
あ
る
日
本
語
を
担
当
し
、
大
学
院
二
年

間
の
う
ち

一
年
間
は
日
本
に
滞
在
さ
せ
、
そ
の
内
の
半
年
は
京
都
の
一
般
家
庭
に
滞
在
さ
せ

（広
く
深
く

日
本
を
知
る
ベ
ス
ト
手
段
）、
半
年
は
企
業
で
実
務
を
経
験
さ
せ
て
い
ま
す
。

ラ
オ
ス
の
モ
ン
族
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
に
米
軍
と
協
力
し
た
た
め
に
今
も
現
政
府
と
敵
対
関
係
に
あ
り



ま
す
が
、
今
年

（二
〇

一
〇
）
の
ラ
ジ
オ
・
フ
ラ
ン
ス
語
講
座
で
は
、
こ
の
モ
ン
族
の
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
難

民
の
息
子
で
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
で
英
語
と
日
本
語
を
学
習
し
た
人
が
、
現
在
は
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
企

業
振
興
部
大
阪
事
務
所
に
勤
務
し
て
対
日
文
化

・
貿
易
戦
略
に
従
事
し
て
い
る
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

放
送
し
て
い
ま
す
。
外
国
で
進
む
多
様
化
の
例
で
す
。

四
、
上
記
発
表
に
続
く
数
年
以
内
の
情
報

（１
）

フ
ラ
ン
ス
の
大
学
卒
は
毎
年
二
〇
万
人
近
く
が
米
国

へ
就
職
し
た
り
、
仏
語
に
誇
り
を
持
つ
フ
ラ

ン
ス
で
あ
り
な
が
ら
パ
リ
の
企
業
に
は
社
内
言
語
を
英
語
に
し
て
い
る
会
社
が
か
な
り
の
数
あ
り
ま
す
。

（２
）

韓
国
サ
ム
ソ
ン
社
の
会
長
は
出
勤
し
な
い
で
、
自
宅
で
横
文
字
の
情
報
を
読
み
世
界
戦
略
を
考
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
多
く
の
表
敬
訪
間
に
時
間
を
取
ら
れ
て
い
る
私
が
勤
務
し
た
日
本
企
業
三
社
の

ト
ッ
プ
と
の
差
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
か
な
り
前
か
ら
、
韓
国
の
製
品
の
技
術
レ
ベ
ル
は
、

消
費
者
に
と
っ
て
は
日
本
の
製
品
と
差
が
無
く
な

っ
た
時
代
と
な
り
、
差
別
化
を
図
れ
る
の
は
デ
ザ
イ

ン
だ
と
し
て
多
数
の
デ
ザ
イ
ン
専
門
家
を
採
用
し
、
東
京
を
含
む
世
界
六
ケ
所
に
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
欧
州
で
は
各
国
の
国
民
性
に
合

っ
た
デ
ザ
イ
ン
の
テ
レ
ビ
受

像
機
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
圧
倒
的
な
支
配
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。　
一
九
九
〇
年
代
中
に
、
米
国



で
の
グ

ッ
ド

・
デ
ザ
イ
ン
賞
で
ソ

ニ
ー
な
ど
の
日
本
の

一
流
企
業
よ
り
も
多
く
の
賞
を
獲
得
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

五
、
現
在
の
韓
国
企
業

（１
）

サ
ム
ソ
ン
は
、
米
国
の
ヒ
ュ
ー
レ
ッ
ト
・
パ
ツ
カ
ー
ド
を
追
い
越
し
て
、
世
界
最
大
の
↓
８
７

●
ｏ
一ｏ
”
く
会
社
と
な
り
、
日
本
の
ト
ッ
プ

一
五
の
電
気
製
品
会
社
の
利
益
合
計
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（２
）

携
帯
電
話
の
世
界
市
場
は
、　
一
位
ノ
キ
ア

（フ
イ
ン
ラ
ン
ド
）、
二
位
サ
ム
ソ
ン
、
三
位
Ｌ
Ｇ

（韓
国
）
と
な
っ
て
い
て
、
日
本
勢
は
国
際
市
場
で
は
全
く
評
価
さ
れ
ず
、
狭
い
国
内
市
場
で
六
社
が

競
合
し
て
い
ま
す
。
（製
品
開
発
は
日
本
の
縦
社
会
の
頂
点
に
い
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
基
本
設
計
の
下
に
、
メ

ー
カ
ー
は
奴
隷
的
な
形
態
で
下
請
け
的
な
細
部
設
計
な
ど
を
し
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
国
内
市
場
の

こ
と
し
か
念
頭
に
な
い
の
で
、
安
価
で
使
い
易
く
国
際
的
に
通
用
す
る
携
帯
電
話
が
開
発
で
き
ず
、
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
製
品
と
広
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ソ
ニ
ー
は
大
衆
市
場
へ
の
進
出
に

長
け
て
い
ま
す
が
、
通
信
機
に
関
す
る
経
験
は
浅
く
、
携
帯
電
話
に
進
出
し
た
と
き
は
何
度
か
多
量
の

リ
コ
ー
ル
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。　
一
方
、
エ
リ
ク
ソ
ン
は
世
界

一
の
通
信
技
術
を
持

っ
て
い
ま
す
が

大
衆
市
場
の
経
験
が
な
い
た
め
に
、
両
者
が
長
所
を
持
ち
寄
っ
て
設
立
し
た
ソ
ニ
ー

・
エ
リ
ク
ソ
ン
社



は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
東
縛
を
逃
れ
て
、
欧
州
で
は
高
く
評
価
さ
れ
、
世
界
市
場
で
も
日
本
の
メ
ー
カ
ー
よ

り
逢
か
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
）

（３
）

薄
型
Ｔ
Ｖ
の
世
界
シ
ェ
ア
は
、　
一
位
サ
ム
ソ
ン
、
二
位
Ｌ
Ｇ
と
な

っ
て
い
て
、
サ
ム
ソ
ン
は
北
米

で
薄
型
Ｔ
Ｖ
の
８０
％
を
超
え
る
シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

（４
）

サ
ム
ソ
ン
と
Ｌ
Ｇ
の
売
上
中
の
海
外
売
上
高
は
８０
％
超
で
す
。

（Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
二
五
年
ほ
ど
前
の
海
外
売
上
ピ
ー
ク
時
は
３０
％
余
り
で
あ

っ
た
の
が
、
電
気
通
信
機
器
の

国
際
市
場
は
中
国
が
圧
倒
的
な
占
有
率
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
今
は
１０
％
程
度
で
し
ょ
う
か
。
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
は
二
〇

一
二
年
に
５５
％
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
）

（５
）

Ｌ
Ｇ
電
子
の
海
外
従
業
員
は
、
全
体
の
７０
％
近
く
に
な

っ
て
い
ま
す
。

（６
）

中
国
の
乗
用
車
売
上
の

一
位
は
、
最
も
古
く
中
国
市
場
に
進
出
し
た
フ
オ
ル
ク
ス
バ
ー
ゲ
ン
で
す

が
、
二
位
は

国
く
匡
●
Ｑ
Ｌ

（韓
国
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
国
で
も
昨
年
の
売
上
増
の
最
大
は

〓
く
ｃ
”
Ｑ
ユ

で
あ
り
、
そ
の
伸
び
は
驚
異
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（Ｂ
Ｈ
Ｎ
テ
レ
コ
ム
支
援
協
議
会
理
事
）


